
× SDGs
社会福祉法人川崎聖風福祉会は、「かわさきSDGｓパートナー」に登録しています。

SDGs とは、
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，2001年に策定された
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一
致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持
続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地
球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。SDGsは発展途上
国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極
的に取り組んでいます。 （外務省ホームページより）

かわさきSDGsパートナー とは
川崎市SDGs登録・認証制度「かわさきSDGsパートナー」

は、SDGsの達成に向けて取り組む企業・団体の皆様を川崎
市が登録・認証する制度です。
社会福祉法人川崎聖風福祉会の理念と事業は、SDGｓの

目標と親和性が高く、地域のこども、障害者、高齢者を「誰一
人取り残さない」事業展開を目指しています。
「かわさきSDGｓパートナー」に登録することで、福祉業界

や行政機関とだけでなく、同じ目標を持った住民や民間企業
などの皆様との協働を更に進めていきます。

川崎聖風福祉会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。



・ノーマ・ヴィラージュ聖風苑救護施設の運営
・かわさき障害者福祉施設たじまの「フードパントリー」運営による「食料確保

が困難なこどもがいる家庭」への支援、こども食堂、学習支援の運営
・養護老人ホーム恵楽園の低所得要援護高齢者への入所支援

・介護保険事業（ことぶき訪問介護・居宅介護支援、聖風苑デイサービス、恵楽
園デイサービス・居宅介護支援）

・障害者福祉サービス事業（桜の風もみの木、聖風ホーム、社会復帰訓練所あや
め、なのはな、かわさき・なかはら基幹相談支援センター、ことぶき居宅介護、
はるかぜ、かわさき障害者福祉施設たじま）

・ノーマ・ヴィラージュ聖風苑救護施設
・養護老人ホーム恵楽園
・その他法人で運営する全ての福祉事業

・かわさき障害者福祉施設たじまのこども食堂、学習支援
・ 同 たじまの日中一時預かり事業
・もみの木、はるかぜの若年利用者向け研修会の開催

・かわさき基幹相談支援センター、なかはら基幹相談支援センター、たじま家庭
支援センター、はるかぜにおける相談支援

・法人の全事業所における利用者からの相談対応

・＜検討中＞「聖風苑」の建物におけるソーラーシステムの導入による再生可能
エネルギーの活用と緊急電源確保（救護施設、デイサービスセンター、生活介
護、法人本部）

・＜検討中＞「かわさき障害者福祉施設たじま」におけるソーラーシステムの導
入による再生可能エネルギーの活用と緊急電源確保

・社会復帰訓練所あやめの就労支援、作業と販売
・地域活動支援センターなのはなでの作業と販売
・かわさき障害者福祉施設たじま生活介護での作業と販売
・職員のワークライフバランスを考えた労働時間設定

川崎聖風福祉会の事業とSDGｓの目標



・川崎市障害者差別解消支援地域協議会への参画
・年齢、性別、障害種別、出身国等を問わない福祉支援
・障害者、外国人等の雇用

・かわさき基幹相談支援センター（地域自立支援協議会、区機関連携会議等の運
営などの地域づくり活動）

・なかはら基幹相談支援センター（地域自立支援協議会、区機関連携会議等の運
営などの地域づくり活動）

・たじま家庭支援センター（地元５町会との連携などの地域づくり活動）
・聖風ホーム（グループホームによる支援付居住確保及び地域移行支援）

・かわさき基幹相談支援センター（地域自立支援協議会、区機関連携会議等の運
営をとおした地域づくり活動）

・なかはら基幹相談支援センター（地域自立支援協議会、区機関連携会議等の運
営をとおした地域づくり活動）

・たじま家庭支援センター（地元５町会、専門機関、研究者等との連携などの地
域づくり活動）

・川崎市地域包括ケアシステム連絡協議会への参画

川崎聖風福祉会の事業とSDGｓの目標（つづき）




